
医療等の現場での利用を念頭に置いた  

社会保障カード（仮称）の活用シナリオ  

平成21年4月16日   

社会保障カード（仮称）の在り方に関する検討会作業班   

社会保障カード（仮称）の在り方に関する検討会においては、これまで社  

会保障カード（仮称）の医療等の現場での活用に閲し、様々な課題が指摘さ  

れてきたところであるが、選択肢が多くあるが故に議論を絞り込むことが難  

しい状況にあった。   

本シナリオは、社会保障カード（仮称）の在り方に関する検討会、関係省  

庁、関係機関等の合意を得ているわけではないが、医療等の現場で健康保険  

証等として社会保障カード（仮称）を用いるに当たって想定される多くの制  

度面、運用面の課題を具体化するため、また、併せて一連の流れを仮定する  

ことで、採択しなかった選択肢の理由を明確化することに資するものとして  

作成した。   

作業班としては、本シナリオにより、社会保障カード（仮称）の在り方に  

関する議論がさらに深まることを期待するものである。   
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1．中継データベース（中継DB）の機能   

1tl．中継DBへの要求要件  
木シナリオにおけるシステムの関与者及びその動作、役割などを以卜に示す。  

（1）利用者  

医療保険のサービスを利用するために、医療機閲等へ川向いた利用者㌧社会保障  

カードを持参している。  

（2）医療機関職員う  

医療機関等において、資格確認用の端末を住用し、資格確認を行う医療機関等の  

職員。  

（3）社会保障カード  

医療保険のサービスを受けることを臼的に、本人を確認するための機能をもつカー  

ド。カードのICチップには、本人を特定する識別情報が記録されている。本人を確認  

したLで、確実に本人に交イ寸されている。  

（4）端末（カード読取機を含む）、クライアントソフトウェア  

カ｝ドリーダを通して、社会保障力ードに格納された本人織別情報を認識する。資  

格確認システムのクライアントソフトウェアが設定された鼎来によって、オンラインにて、  

資格確認システムのサーバ側ソフトウェアへ確認要求を発行し、その返信を受ける。  

（5）社会保障ポータル機能  

本人がさまざまな情報を自分で閲覧する時には必要だが、資格確認時はイ＼乳  

（6）中継DB  

オンラインで要求された、本人識別情報に対応する資格情報を、保険者等のデータ  

ベースへ要求及び当該要求に対する資格情報のrnl答を中糾するシステム。  

（7）保険者等のデータベース（以ド「保険者DB」という）  

保険者等が、加入している被保険者等に関する情報を管理しているデータベース。   

①利用者からの要求要件  
②医療機関等からの要求要件  
③保険者等からの要求要件  
④中継DB運用上の要求要件  
⑤カード運用の観点からの要率要件  

（1）利用者からの要求要件  

・利用者が保持する社会保障カードの本人識別情報によって、適切に保険者DBへの資格確  

認ができ、その結果が最新であること。  

・結果情報は正当であること。  

・不必要な問い合わせを防止できること。  

・本人識別情事臥と、その他の情報の磯舟性を確保すること。  

・中継DBにどのような情報が格納されているかを利川音自ら確認－】†能なこと。  

（2）医療機関等からの要求要件   

はじめに  

社会保障カード（仮称）（以卜、本紙では「社会保障力ード」という。）の構想は、f Cカ  

ードを交付することを想定しているために、媒体であるカードそのものだけを指し示してい  

るようにとられかねないが、ノ位来日指すところは必ずしもそうではない。   

本構想は、我が同における今後の社会保障のための情報基盤を構築するもので、国民がい  

つでも望めば自らの社会保隋サービスの状況を知ることができ、また社会保障に関わる手続  

きを簡略化し、安心で信頗できる社会保阿の仕組みの構築に寄与するものである。   

社会保障に関する個人の情報は、本人からすれば保護されるべき重要な個人情報である・  

方、給イ、H則としては、催尖な個人識別ができなければ給付をなすべき相手を特定することも  

できないこととなる。一つまり保護方策を講じながらも確尖な個人識別を可能としない限り、  

†言弧こ足る社会保障制度を維持することが国難となる。   

確実な個人識別を行うための方策として、T Cカードを利用することを想定しているが、  

T Cカードの利用に際しては、同氏が本人の情報を安全にコントロールするための特定のI  

Tリテラシーを持たなくとも、安心して利用F・J能であることを確保しつつ、その一方で、I  

Cカードを鍵として信柑できる必要がある。   

カード自体は、将火の社会保障基盤を利用するための鍵として重要であることに加え、さ  

らに安心で利便性の高い社会保障の基盤を尖現するためには、鍵であるカードが交付される  

だけではなく∴馳によって開かれ、動作する仕組みが必要となることは当然であり、全国民  

のすべてのデータを集約する等の方法によらずに、全ての利用者が安全にかつ確実にデータ  

にアクセスできる仕組みを講じなければならない。   

その仕組みの安通整理を行う機能を「中梢データベース（仮称）（以卜、本紙では「中継D  

B」という。）」と呼んでいる。データベースという仮の名称ではあるが、様々な機能を実現  

するシステムであり、申純にデータを薪える装置ではない。社会保障カードでは実際の社会  

保障に付いる何人データは、統合化せずに従前通りの保険者が保持することを前提にしてお  

り、カードを所持する同氏や医療機関の必要に応じてデータの存在場所を示し、その保険者  

の保持するデータを安食で効率良く利用するための仕組みを提供するものである。   

このような考え方は内聞宮房情報通信技術（T T）担当壬において検討が進められている  

電子私書箱（仮称）や次伸二代電子行政のそれと共通するものであり、実際、このような考え  

方を具現化するシステムとして共通する点も多くみられる。   

そこで、このシナリオでは最初に中継DBについて概観し、電子私書箱（仮称）や次世代  

電子行政における検討との北通点について述べ、その後に医療現場において被保険者証とし  

ての機能を実現するため、保†吹者が保有する保険情報とリンクする方法、医療機関等での保  

険資格の有効性確認の方法、保険者における対応、また、ICカードの機能が利用できない  

場合の対応について、これまで複数の選択枝としていたものを、最適と考えられる方法を中  

心に記載し、さらにカードやそれを活用するための基盤構築が進捗中である、いわゆる移行  

期等において考慮すべき点をまとめた。  



・利用者が保持する社会保障カードの本人識別情報によって、適切に保険者DBへの資格確  

認ができ、その結果が最新であること。  

・結果情報は止当であること。  

（3）保険者等からの要求要件  

・保険者異動があった場合や制度へ新規に加入した者がいる蓼合、保険者等からの要求に基  

づき、変更・登録情報が確実に中継nBに反映され、かつ、中継DBの本人識別情報との結  

びつきを確尖に保持できること（現状どおり保険者等を通じて変更手続等を行うこととした場  

合）。  

・保険者が保持する情報について、保険者間で共有、移転または通知が必要な場合、その情  

報を中継すること。  

（4）中継DB運用Lの要求要件  

・適切なサービス運用時間を維持すること。  

・初期構築時は、複数の保険者による複数の識別された情報と、利用者との結びつきを確定で  

きること。  

・操作員は厳格に任命され、操作員によって適切に操作されること。  

（5）カード運用の観点からの要求要件  

・格納する情報が、カードの券血に印刷される情報と鮒離がないこと。  

・止当なカードであることを確認する機能を有していること。  

（6）セキュリティヒの要求要件  

・リスクが網羅的に分析され、適切な対策が放られた上で、残余リスクが明確にされていること   

1－2．中継DBの機能  

中継DBは、以下の機能を提供する。  
（1）医療機関職長の認証  
（2）リンク機能  
（3）（複数の）保険者DB一中継DB間のシステム同相互認証  
（4）（複数の）保険者DB一中継DB間の送受信什報のデータ変換  
（5）中継DB－医療機関クライアント間、中♯DB－保険者DB間の  
送受信制御  

（6）証跡としての記録保管、記録確認機能  

（1）医療機関職員の認証  

何らかの方法で、資格確認を要求した職員が正当な権限を持つことを認証する。  

（2）リンク機能  

資格確認要求の本人を特定する情報を検証し、該当記録を格納する保険者DBを正しく特  

定すること。  

：i  

（3）（複数の）保険者DB一中継DB間のシステム間相キ謂訴  

（2）で特定した保険者DBとの間で、相引こ認証し、それぞれのなりすまし等を防ぐ。  

（4）（複数の）保険者DB－中継DB間の送受信情報のデータ変換  

複数の保険者DB間で、保険者によって児なる樺疲の情報を敵得する場合の情報の和ヰ運  

用性を確保する。  

（5）中継DB一医療機関クライアント間、中継DB一保険者DB間の送受信制御  

送信要求に対応した返信であることを確実にすること。  

（6）証跡としての記録保管，記録確認機能  

中継DBに関わる情報の授受に関する記録を保持し、必要に応じて確認できる機能。   

1－3．社会保障力ードを利用した資格確認システム概要   

社会保障カードを用いて、医療機関の端末から保険者DBが保有  
する医療保険資格什報にオンラインでアクセスし、医療機関の端末  
画面上に当該情報を表示させ、医療機関の徴員が確認し、必要に応  
じて転記できるシステムである（園ト3－1）  

オンラインによる底ヰ保験資樽の確認方法のイメージ  

各保険着筆（※）の 資格情報データベース   

④資格内容を   
問い合わせ  ③医療機関から中継データ   ベースにオンラインで   

アクセスし、資格を確眩  

②医療機関は、  
穫示された社会  
保障カード（仮称）  

をカード読取凱こ   
セット  中継データベース  

中線データベースが持つ情報の  
イメージ  
・本人劃l情報  
・各制度の被保険者妃号書号  
（・公費1増青書号） 讐  

医オ保険者C  

潔複数の保成育が共同  
して資格情報DBを■曽  
・、する増含もあり得る．．  

「咋M 
謁   

①社会保障カード  
（仮称）を提示  

・中経データベースは被保険者の舞椅・給付  
情報等を保有せず、各保険畜は、本人を  
特定する鍵となる情報や他の保険者が管理  
する被保険苔記号番号を保育しないと想定  
・被保挨者は自分の津格情報へのアクセス  
僅歴を自分で環碓できるものとする  

出典：社会保障カード（仮称）の在り方に関する検討会「これまでの議論の整理」P16  

国ト3－1オンラインによる医療保険資格の確認方法のイメージ   



1－4．社会保障カードに関連する構想  

内閣官房け担当室で検討されている次世代電子行政サービスに  
おける「サービス連携機能」、電子私書箱（仮称）構想における「電  
子私書箱（仮称）プラットフォーム」及び社会保障カードにおける  

「中継DB」は、ほぼ共通の要求要件に基づいた構想となっている。  
図1－4－1にそれぞれの相関を示す。  

2．社会保障カードと保険資格什報の組付け  

2－1．カードの発行主体について  

社会保障力ードが健康保険証、介護保険証といった複数制度にま   
たがる機能を持つことから、これらの制度における調整に関する   
こと等を行うとされている厚生労働大臣とする。  

2－2．カードの交付主体について   

住民基本台帳カード・公的個人認証サービスの発行の仕組み、－基   
盤、運用の実績を有していること、さらには、国民から見て最も   
身近な行政主体であり、一般的に利便性が高いこと等を踏まえ、   
市町村とする。   

2－3．誰別について  

公開鍵暗号の仕組みを用いた認証については、認証しうることを   
持って誰別に替えることも可能であることから、本人識別方法と   
して「公開鍵暗号の仕組みを用いた認証を用いる方法」を用いる   
ものとする。  

本人識別情報としては、当初、「案l：制度共通の統・的な番ぢ」または「案2：  

カードの識別子」を基本として検討を加えてきた（これまで検討した案としては、  

案3：各制度の現在の被保険者番号、案3－2：各制度内で普通的な番ぢ一を創設、  

案4：基本4情報を利用、がある）。一方、電子的に利用者の情事鋸こアクセスする  

ためには別途オンライン上で認許を行うことになるが、認証については、本人識別  

情報を直接認証に用いるよりも、国際技術が確立しており 一定のセキュリティを確  

保しやすい「公開鍵暗号の仕組み」を用いることが安全性において優偉であると考  

えられる。この公開鍵暗号の律組みを用いた認証については、認証しうることを持  

って識別に替えることも可能であることから、本人識別情報として、「公附鋸暗号  

の仕組みを用いた認証を用いる方法」（以卜、案5とする）を仮定する。  

公開擬暗弓一の仕組みを用いた認証を本人識別情印とする場合、番鋤ミ良嶺しない  

付番方法として、電子証明書内の情報を組み合わせる方法が考えられるが、本人識  

別のための認証処理性能を考慮して方式を検討する必要がある。  

また、案5の場合、電子証明書の発行（カードの更新と「司期すれば更新）のたび  

に本人識別情報も変更されるが、案2同様、一人の人に納付ナするには、履歴を持  
つ必要がある。   

獲泰  ポータル機能  認証手段  
】  
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鬱雪「次世代t子行数サービス（○ワンストソブサービス）の実現に向けたグランドデザイン」（平成加年6月4日）（P23）  

「社会俣ガカード（仮称）の在り方に闇する機材会 これまでの柑の整理」（平成Ⅹ両10月28日）  

．¶典：電子私書箱（仮称）構想の尖現に「叫ナた基盤整備に関する検討会 第5回会合資料2（P47）   

周ト4－1卿ド（仮称）構想の  
機能相関図  

※L図で「類似すると考えられる機能」とされている部分は、ほぼ共通と考えられる要求要件に基づ  

いており、今後、検討の連携が求められる。  



一方、デメリットとしては、番号変更希望時にカードの券血あるいは別紙の印刷の  

みでなく、カード内のICチップの内容更新に伴う再発行が必要になることである。  

また、現行の被保険者証記号番号等と輿なり、保険者の異動があっても変更されない  

番号であるため、本人識別情報の→部とみなされ、情報の一元的管理・プライバシー  

侵害に対する不安が生じることである。このような懸念を除くため、また、ネットワ  

ーク環境が整っていない場合や、停電等の異常時における対応を除き、中継DBへの  

アクセスが可能な環境では、保健阻醸番号は中継DBから取得珂能であるため、カー  

ド内のICチップには収録しないことと仮定する。  

2－4．発行データベース（以下「発行DB」）について  

少なくとも下記の項目の情報を保持することとする。   
①整理番号：内部でのレコード管理用番号   
②本人誰別情報：「案5：公開鍵暗号の仕組みを用いた認証を用い  
る方法」  
カードのICチップに電子証明書として、情報閲覧等暗証番号入力を必要とする電  

子証明書と暗証番月入力を前提としない医療保険等の資格確認用の電子証明書を収録  

する場合には、それぞれの公開鍵の仕組みを用いた認証に関連する情報を保持する必  

要がある（3－1－3（P16）参照）。   

③保健医療番号（仮称）（以下「保健医療番号」という。）：保健医療  
番号を新設しない場合はこの項目無   
④医療保険・：保険者番号、被保険者記号番号   
⑤介護保険：保険者番号、被保険者番号   
⑥年金：基礎年金番号   
⑦基本4情報：発行DBは基本4情報（氏名、生年月日、性別、住  
所）、中継DBは基本4情報のうち少なくとも氏名、生年月日  

2－5．保健医療番号について   

保健医療番号とは、医療・介護分野の共通番号として各個人に組   
付けて発行された番号で、カード券面あるいは別紙に記載するこ   
ととする。  

この番弓一をもとに、社会保障カードのICカードとしての機能が使用できない場合  

でも、医療・介護の現場において現在と同等の保険請求事務が可能であること、従来  

制度横断的な事務処理等に労力を要していた部分の効率化やデータ活用の容易化等が  

可能であることを実現する。  

保健医療番号のメリットは、発行・交付の時点より、発行後において大きい。例え  

ば、医療保険者と介護保険者問の連携事務処理、保険者間での異動変更時の事務処理、  
地域医療連携におけるノ缶通T Dとしての利用等である。  

→方、これにより個人情報の名寄せリスクが増大することから、規定する範囲を超  

えてのサービスに利用することを禁じる法的措置等の検討が必要である。  

また、保健医療番号は、原則として一人に一番号を紐つけ継続的に使用するもので  

あるが、本人が希望する場合には、それまで使用していた番号を連結不可能な別の番  
引こ変更できるよう制度設計を行う必要がある。  

保健医療番号は、券面あるいは別紙への印刷のみで、カード内の  
ICチップには収録しないこととする。  

カード内のICチップに保健医療番号を持つメリットは、中継DBへの問合せ無し  

にカードリーダーで読み放れ、穐々の利用シーンでの転記ミス防止等が考えられるこ  

と、また、券面あるいは別紙に印刷された保健医療番号が判読できない場合でも、中  

継DBへの問合せ無しで医療機関等での処理が可能になることである。  

7  

2－6．社会保障カードと医療保険資格爛報との紐付け方法について  

社会保障カードの発行・交付時点から役割を果たすためには、カードに収録された  

「本人識別情報」と中継DBに収録された保雄医療番ぢ一、医療・介護制度における被  

保険者番号等とが、発行・交付の時点で紐付けられている必要がある。  

この紐付け手続きシーンの主なものとして、  

・既存の被保険者証からカードへの切り替え時の手続き  

・出生時等、初めてカードを交付する手続き  

・カード交付後に、属性変更（氏名、イl三所、医療保険者等）やカードの再発行に仰  

い、中継DBに収録した情報を変更する手続き  

がある。   

2－6－1．既存の被保険者証等からの切り替え方法について  

市町村から交付対象者に社会保障力ードの交付案内を送付し、年   

金手帳、健康保険証等を市町村に提出して手続きをすることとす   

る。  

既存の被保険者証からカードへの切り替え時の手続きフローとしては、交付対象者  

が既に何らかの制度（少なくとも健康保険証を有している）を利用しており、発行・交  

付時において現状利用している機能が利用できるように中継D引こ純仙ナる方法を検  

討する必要がある。  

この場合考慮すべき選択肢としては、  

① 切り替えの手続き先を医療保険者  

② 切り替えの手続き先を市町村  

の2案が考えられる。  

被用者健保の被保険者にあっては、通常、勤務先において被保険者託に関する手続を  

していることが多いと思われ、わざわざ市町村に出lム｝くことが、かえって利便性を損な  

うとの考え方もあろう。  

しかし、この場合、中継DBへの紐付け情報登録前の段階で、被用者健保の医療保険  

者からカード発行を申請してもらう等の新たな軒務の流れが発生することも考慮する  

8   
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と、被用老健保の被保険者も同保の被保険者と同様に、②により子続きをすることが妥  

当と考えられる。  

②による場合は、市町村から被用者健保の医療保険者にカードを発行済みであること  

と保健医療番弓一を通知する下順が必要になるが、カード交付時に登録された中継DBを  

経由して、波川老雄保の医療保険者に通知することが可能である。  

既存の纏優駿着直等からの切替え方法  

2－6－2．出生時の取扱いについて   

出生時に社会保障力ードを発行・交付し、適切な代理権限を有す  
る者が管理することとする。また、出生時から医療保険は必要で  
あり、まず健康保険証としてカードを発行・交付することとする。  

出生時においては、被保険者となる年齢が制ノ射こよって異なることから、止ちに関  

連制度の全てと関係付ける必要はないため、各制度の資格が生じた時点で順次、各制  

度固有の番号を純仙ナる。  
出生時の手続きにおいて、考慮すべき選択肢としては、  

① まず健康保険託としてカードを発行し、その後介言酎呆険託としての機能等をイ・J・  

加していく。（健康保険経としてカードを発行・交イ、J・する案）  

② まずどの機能も有しないカードを発行し、その後健康保険証、介護保険証とし  
ての機能等を付加していく。（いずれでもないカードを発行t交イ十する案）  

の2案が考えられ、出生時の発行・交付は、出隼時から医療保険は必要となること、  

現在推進している健康保険証を個人に交付しようとする方式の踏襲であること、保健  
医療番号が有る場合、ニの番弓・をⅢ隼時に付番すること等から、①が妥当と考えられ  

るこ  

一方で、  

③ 一定年齢以Fの者には原則としてカードを交イ、」一しない案  

も考えられる。  

この場合、出生からその年齢までの間、扶養者の社会保障カードとの純仙ナが必要  
になり、この際、運用上の課題が多々想定される。  

例えば、一方の親とだけ組付けた場合、複数の十が同時に複数の医療機関にかかる  
場合に、紐つけた親の社会保障カードを同時に恍用できないためイこ便であり、少なく  

とも両親のいずれとも組付けておくことも必要になる。  
さらに、種々の法的制度（刑法、児童福祉法、ガ働基準法等）のいずれをもとに交  

付年齢を決めるかの課題もある。  

l一一－－■■一－■－－■－■■■－－■－■  

王 ⑥各輔動こ棚番の存否を問合せ   
年金保険者  

⑧利用者の存否報答￥2   

‖ 
7（診住暮台牡上鳳相聞と   

l号、盾最良♯の■像浜  

l著書号と髄著暮雪を   
！送達 叛1   

医療保険者  

介護保険者  

】  
】 ①カード交付済の遍知（保験善がI  

市町村以仙川合）カ‖  ：  
■■－．－－－＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿■  

①カード交付の案内を送付  
ぱ＝＝ニニこ．こ∴ニニニ∴＝」ニニ＝二二．．叩…．＿．．．．＿……＿．…ノ  ヽ－◆－＝■＝  

②送付されてきた交付羊内、せ鷹保険証  
（必須）、年金手牡（該当者）、介護保険証  

（該当者）と共に、カード発行申鰊暮を提出  

※1保電圧療書号を導入する増合には、当該さ㍍  
号を、③と併せて発行DBに送達し、⑨のカード  
交付時に券面又は別紙に印qするとともに、⑪  
と併せて医療保験者にi知する。  
※2 利用者が向合せ先の保険者に所属してい  
ない旨の回答があった場合は、正しい保険者を  
確認の上、再手緩が必要  

∵ 利用者にふる行動  

＿＿◆：オンラインで行われる手続  

図2－6－ト1既存の被保険者証等からの切替時の手続きフロー   

保険者単位、在住する市町村単位のいずれかで一斉に切り替えを始  
めることが考えられるが、市町村単位（その中で交付対象者を選択  
することも可能）で切替え手続きをすることとする。  

被用者健保の被扶養者届は、市町村を経由して医療保険者に提出  
することができることとする。  

出生届の届出先は市町村であるが、破竹者健保の被扶養者傭は、  

①市町村を経由して医療保険者に提Hする  

②（事業所を経由して）医療保険者に提出する  

の2案が考えられる。  

被用者健保の被保険者の場合でも、申請の下問という観点からは、出生届と同時に  

被扶養者届を提出し、扶養者の医療保険資格の確認を行った卜で、受け付けた市町村  

から医療保険者に保健医療番号を含む情報と被扶養者届を伝達し、瞑痴保険者にて被  

扶養者認定を行い、医療保険の被保険者記号番号を付番して発行者に情報を伝達する  

流れが、ワンストップサービス化という観点からも便利と与えられる。したがって、  

被用老雄保の被扶養者届は、現行どおり②の事業所を緯巾して医療保険者に提出する  
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ことに加え、①の市町村を経由して医療保険者に提出できることとすることが妥当と  

考えられる（被扶養者認定はこれまでどおり医療保険者が行う）。  

ド図に出生時の社会保障カード発行・交付手順例を示す。なお、下図では、2－6  

－1において市町村単位で社会保障力ードへの切り替えを行うと仮定したことから、  

扶蓑者が社会保障カードを持っていることを前提にしている。  

出生疇のカード発行・交付方法  

2－6－3．医療保険者間、同一保険者内の事業所間での異動の  
際の手続について  

保健医療番号が有る場合は、国2－6－3－1のとおり、利用者が保  
健医療番号を新保険者に届け出ることにより、旧医療保険者か  

らの資格喪失通知を新保険者に持参せずとも簡便な手鏡が可能  
だが、保健医療番号が無い場合は、図2－6－3－2のとおり、旧保  

険者が発行した資格喪失通知を新保険者に持参する必要がある。  

既に社会保障カードがあり、医療保険者間、同一保険者内の事業所間での異動が生  

じた際に本人を同定する方法について、保健医療番牒一が有る場合と無い場合について、  

それぞれ図2－6－3－1、図2－6－3－2に示す。  

旦■優■織王l優■■■■■有l  

■H■‾’■‾‾‾一‾－：‾岬‾‾W－‾‾‾‾∵T…¶‾‾■‾…‾H‾、 

⑨出生児（櫨扶養劉の昆■鐘■の義搬  ヽ   
看正七号暮号と僕験手書号を主事常1 
●■■●●■■●一 一一一■▲－ ■■・■－－■・－－－  

■■－■－■■■－－J■－■－－－－－■■ 

医療保険者  

‾‾－‾‾‾‾‾‾‾T －T l l l  

l l l⑳住▲台●  l  ⑪扶暮著の存否儀  
躍．出生鷺¢t扶  
■書■■抑、．  
義瞳■書証た号■  
曹を付書道l  

上の哺嶋 
と一難する  
か■托した 上で 
、●惰■  

を道■する  
※1．繋2  

lカ⊥ドを且つ  
●  

l真†、塞2  

＝－  

ヽ、■－●■■■●●■■■■■■■■■■■■■■“  

芋 
②カード発行申請暮に出生児の被扶暮春  
層と扶暮春の社会保障力ードを添えて提出。  
※1  

＆ 
扱者暮号を併せて違iすることIょり、（診から⑩の手 は不とる 
続事な．  
※2 保t医療番号を導入する場合には、当該番号を、  
③と併せて発行DBに送毒し、⑦のカード交付l引こ券面  

＿－＿＿－→利用者による行動  

＿＿●：オンラインで行われる手は  
主産嘉il三示iする哀iた、面・血と併盲七岳■扇i利用者  
看に通知する。  

園2－6－2－1出生時の社会保障力ード発行・交付方法  

なお、出生届はいずれの市町村に届け出ても良いため、被用者健保の保険者への被  

扶養届伝達については、出生届を提出した市町村と住民票のある市町村間での伝達方  

法等について、次世代電子行政サービスにおけるワンストップサービスの検討状況を  

注視する必要がある。  

園2－6－3－1保健医療番号が有る場合の医療保険者変更フロー  
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3．健康保険証としての活用   

3－1．ICカードの機能を使用した医療保険資格の確認プロセス  

3－1－1．医療保険の資格確認の要件  

正しい取扱者が、正しい社会保障力ードから取得した本人識別情   
軌こ基づいて資格確認の要求を行い、正しい中継DBが正当性を   
確認した本人誰別情報を元に保険者に問い合わせた結果を通知   
する必要がある。  

医撫優験書褒電場■■暮暮専無l  

3－1－2．本人による医療保険の資格確認について   

本人が社会保障カードを用いて医療保険の資格確認を行う場合  
には、暗証番号による本人確認と、カード内に格納された暗号鍵  
の存在を確認することによって、正しい取扱者（本人）により正  
しいカードを用いた確認が行われていることを確認するものと  
する。（国3－ト2－り  

本人が自宅等のパソコン、公衆端末等からアクセスして資格を確認するケースや、   

医療機関に設置された自動受付機にて利用するケースが仰当する。  

①資格喪失届を提出※  

文付媚■書の行■  

囲2－6－3－2 保健医療番号が無い場合の医療保険者変更フロー  

保健医療器弓一が有る方が簡便な手続が‖用巨となると言えるが、保険者の変更が発生  

する転職時等には、本人の同定を確尖に行うため、新保険者において中継DBへの情  

報更新が終「するまで、保健医療番射ま変更できない（又は中継DBで保健医療番弓－  

の変更履歴を保持する）こととする必要がある。  

同 －医療保険者内での異動、他の属性（氏名、住所等）の変更、カード破損・紛失  

時のカード再発行、カード更新時の手続きフロー等についても検討を行ったが、保健  

医療番弓一の丞一無による影響が少ないので、ここでは説明を省略する。  

今後の課題としては、医療保険制度の運用を考慮して、死亡時等におけるカードの  

無効化や、中継nBの組付け情報の失効および削除規程を検討する必要がある。  
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3－1－3．医療機関における医療保険の資格確認について  

医療機関にて被保険者本人が提示した社会保障カードを用い  
て医療機関職且が医療保険の資格確認を行う場合には、暗証番号  
を入力できないことが想定されるので、  
① 医療機関職員が、券面の情報により正しいカードである  
こと、及び提示した本人のカードであることを確認する  
② 中継DBが医療機関職長を確認する  

という手順により、現状の被保険者証と同様の手続きによって資  
格確認を実現するものとする。   
この場合②を実現する方法は以下の2つが考えられる。  
■医療機関職長を中継DBが確認する（図3－ト3－1）   
・医療機関のシステムが職員の認証を行い、中継DBが医療  
機関の認証を行う（図3－ト3－2）  

暗証番号の人力を求めないことから現在の被保険者証と同様にカードを  

他人に貸与し、貸与された者が成りすまして社会保障カードを使うような場  

合が想定されるので、医療機関等の窓口での本人確認の厳格さが求められる。  

図3－ト3－2 医療機関のシステムが取癒着を認証する場合の医療保険の資格確認手順（鍵確認あり）   

本人の管理する暗証番号を利用せずに医療保険資格の確認を行う場合に  
は、暗証番号によって本人確認を行う場合と比較して本人確認の程度が  
異なる。そのため、年金什報など他の社会保障情報への不正なアクセス  
を防ぐために、暗証番号を入力しないで確認する秘密鍵と暗証番号を入  
力して確認する秘密鍵は区別する必要がある。  

実施に当たっては、暗証番号の入力を必要とするPKI】の什組みと、暗証番号の人力  

を必要としないPKIの仕組みをカードLの機能として持つことを検討する必要がある。  

前者は、被保険者自身が暗証番号の確認をうけて社会保障情報の閲覧を行う場合など  

汎用的に利用できるが、後者は、医療機閑職烏の認証を担保とした医嫌保険の資格確  

認の要件を満たすための専用の機能となる。  

〕－ノb  

医事システム  

3－1－4．社会保障カード内の本人誰別情報について   

社会保障カード内に格納されている本人識別情報は、電子署名に  
よって保護されている公開鍵証明書関連情報とする。受け取った  
中継DB側が検証し、正しい誰別冊報か、そうではないのか確認  
できるものとする。  

2－3で記載した「案5」の採用理由によるものである。  

図3－ト3－1医療機関の取扱者を中継D8が認証する場合の医療保険の資格確認手順  

1PKI：PublicKeyInfrast川Ct・ure（公開鮎基盤）は、電子署名（デジタル署才，）、電子認調、親  
展（暗号化）を実現するための公開鍵暗号を利用したセキュリティ基盤  
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